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 富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１ 取組み期間     2021年7⽉24⽇（宣言⽇）〜2022年3⽉31⽇

２ 取組みの実施状況

№

※宣言日から３か月に満たない場合は、翌年度からの報告となります。

富山県SDGs宣言実施状況報告書

記

2

【目標】
IoT技術で社会インフラの維持管理や都市計画に貢献する

【実施状況】
・橋梁の劣化状態を確認するために、センサーを設置し、異常がないかモニタリングしている。
・富山市内の8カ所の道路でAIカメラを使った交通量調査の実証実験をし、富山大学の学生にデータを提供した。
また、富山駅周辺の駐輪場の混雑状況をお知らせするIoTシステムを構築し、富山大学の学生に混雑状況の分析
のためのデータを提供した。

2022年4月27日
株式会社 アイペック
代表取締役 東出悦子
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【目標】
健康経営で社員がやりがいをもっていきいきと働ける環境をつくる

【実施状況】
・2020年度に、勤務間インターバル制度、フレックスタイム制度、スマートムーブ制度を導入。スマートムーブ制度に
より、移動時間の削減が進んでいる。
・2021年度より、人事処遇制度や自己啓発支援制度を導入した。自己啓発支援制度の運用により、社員の資格取
得などスキルアップができる環境づくりを更にめざす。

SDGsの達成に向けた目標と取組の実施状況

1

【目標】
社会インフラの維持管理の効率化に貢献する

【実施状況】
・協力会社2社とパートナシップを結び、レントゲン技術を使って、これまで他社がやったことがない方法で橋梁の健
全性を確かめた。　より的確に橋梁の健全性を確かめることができ、社会の安全・安心に寄与した。


